
Whole-body Dynamic PETの運用開始とその有用性
青梅市立総合病院は2019年9月にBiograph Visionを導入され、2021年11月からWhole-body Dynamic PET検査の運
用を開始されました。放射線診断科 部長 田浦 新一 先生、西村 健吾 主査にWhole-body Dynamic PETの運用やその有用
性についてお話を伺いました。

Whole-body Dynamic PETを導入さ
れた経緯についてお聞かせください
田浦先生　Whole-body Dynamic PETを

はじめたのは、2021年11月の日本核医

学会総会のランチョンセミナーでWhole-

body Dynamic PETの講演を聞いたのが

きっかけです。そこでDelay撮像がいら

なくなる可能性があると聞いたので、

Whole-body Dynamic PETを当院でも開

始することとなりました。

Whole-body Dynamic PETを導入さ
れたことで、運用など変わったこと
があればお聞かせください
田浦先生　Whole-body Dynamic PETを

導入したことで、Delay撮像はほとんどと

らなくなりました。例外的に撮像すること

はありますが、ほとんど行っていません。

Whole-body Dynamic PETをはじめる前は

検査の半分弱くらいはDelay撮像を行って

いました。

西村主査　当院ではPET1台運用のため、

Delay撮像がなくなり、検査のスケジュー

ル的にはとても楽になっています。それま

ではやろうと思えば半分くらいはDelay撮

像を行うことができる状況でした。ただ、

それでもDelay撮像が必要な症例が3件続

くと、検査スケジュールとしては厳しい状

況になります。投与後60分で撮像を行っ

ているのですが、Delay撮像が続くと投与

後60分後の撮像ができなくななります。

また、先生が忙しくされている中、Delay

撮像をするかどうかの画像チェックをお願

いすることになるため、運用面で難しい点

がありました。

田浦先生　読影は基本的には加算画像か
ら行い、必要に応じてダイナミック画像を

補助的に使用していました。ただ、加算画

像において動きの影響で病変が偽陰性と

なったことがあるため、今はダイナミック

画像もきちんと確認することにしています。

腸管の生理的集積か腫瘍かというのは、

少なくとも早期像＋後期像に劣ることはな

く、むしろ診断しやすいと感じています。

Whole-body Dynamic PETを行うことで1

回の検査で完結できるので有用な方法だ

と思います。

診療放射線技師にとってのWhole-

body Dynamic PETの利点をお聞か
せください
西村主査　これまでは、最後の検査で
Delay撮像が必要になると、残業になるこ

と が 多 くあ り ま し た。Whole-body 

Dynamic PETをはじめてDelay撮像がなく

なったことでPET検査に関する残業はほと

んどなくなりました。また、検査の最後の

ほうで患者さんが動いてしまった場合に、

それまでの画像から加算画像を作成する

ことができるので、再撮像をしなくてもよ

くなり助かっています。当院では先生の指

示のもと、Delay撮像の範囲設定をします

が、できる限り短時間で済ませたいという

思いがあります。これまではその設定に

苦慮することもありましたが、Whole-body 

Dynamic PETを行うことでそのようなわず

らわしさもなくなりました。

　患者さんにDelay撮像の説明をすると、

毎回のように「何があったのですか？」「悪

いところが見つかったのですか？」と患者

さんから聞かれることがあり、なんと答え

ればよいのか困ってしまいます。FDG-PET

検査は一般的にもがんの検査と認知され

ているため、追加で検査を行うことを説明

すると、がんが見つかったのか？と患者さ

んは不安になります。この時点で検査結

果に対する説明はできないため、診療科

で検査結果を聞くまで患者さんの不安は

続き、精神的な負担があるのではないか

と思います。何度かPET検査を受けられて

いる患者さんでは、前は1回で検査が終

わったのに、今回は2回目の検査が必要に

なるのか？と不安になることもあります。

Whole-body Dynamic PETを行うことで

Delay撮像がなくなり、技師にとっても患

者さんにとっても精神的な負担が軽減さ

れていると思います。

医師にとってのWhole-body Dynamic 

PETの利点をお聞かせください
田浦先生　以前は、なかなかタイミングよ
く画像チェックを行うことができなくて、患

者さんや技師を待たせてしまい、精神的

な負担がありました。大した手間ではない

とはいえ、すでに取りかかっている読影を

中断しなければならないこともありました。

Whole-body Dynamic PETを行うことで

Delay撮像のチェックがなくなり、心理的

に楽になりましたし、業務を中断するよう

なこともなくなりとても助かっています。

　投与後60分よりもっと遅いタイミングで

撮像するほうが診断に有用だとの見解も

ありますが、待てば待つほどスループット

に影響してきます。Whole-body Dynamic 

PETの場合は、最後の5回目の全身画像は

ほぼ90分後に近い画像になりますので、

単に60分後に1回の全身撮像を行うより

は理論的には病変を検出しやすいのでは

ないかなと思っています。

多くはないですが、臨床の先生から結果

を急いでほしいと言われるような場合や、
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PET検査のあとに依頼科を受診するような

場合には、Delay撮像があると読影結果を

送るのが遅くなってしまいます。Whole-

body Dynamic PETの場合には、読影が終

わる時間がある程度見通せるため、メリッ

トがあると思います。他には、当院では他

のモダリティの読影もたくさんしています

ので、PET検査が終わってすぐにそのデー

タの読影ができる環境ではないですが、

病院によってはPET検査の画像を待つよ

うな状況もあると思います。そのような場

合にはDelay撮像の画像を待つことなく

読影をはじめることができるので良いの

ではないでしょうか。

患者さんにとってのWhole-body 

Dynamic PETの利点をお聞かせく
ださい
西村主査　Delay撮像を行っていたとき

には、基本的に2回検査しますと患者さん

に説明していました。例えば、お迎えがあ

る場合、Delay撮像があるとお迎えの時間

が1時間ほど遅くなってしまい、お待ちい

ただくこともありました。今は、検査を1回

して画像確認をして終了になるため、患者

さんが帰る時間、検査終了の時間が何時

になるかを事前に説明できます。Delay撮

像に伴うCTの追加被ばくがなくなること

もメリットだと思います。

　これまでの撮像法と違い、Whole-body 

Dynamic PETでは頭部を撮像していても

短時間でガントリから出てきます。そのた

め、閉所恐怖症の方から負担が少なかっ

たとの声をいただいたことがあります。

Whole-body Dynamic PETが役に立っ
た臨床例についてお聞かせください
田浦先生　今まではDelay画像がなくて

確信をもって診断できなかった症例でも、

Whole-body Dynamic PETで読影すること

で確信度の高い診断ができるようになり

ました。以前は、早期像の画像チェックを

していたとしても、読影時にやはりDelay

撮像を行っていればよかったと思うことも

ありましたが、Whole-body Dynamic PET

を行うことで、大腸に関しては生理的な集

積と病変との鑑別が容易になりました。尿

管に関してはWhole-body Dynamic PET

でなければ診断できないということはな

いのですが、尿管の近くに集積があり、

Whole-body Dynamic PETできれいに消え

てなくなっているような場合には、CTとの

融合画像を作って尿管を追いながら考え

る必要がなくなるのでその点では読影が

楽になっているかなと思います。

画像（図1）は、S状結腸がんで閉塞してい

るために内視鏡が腫瘍よりも奥に挿入で

きなかった症例です。加算画像を見てい

ただくと、上行結腸に局所的な集積が見

ら れ ま す。こ の 集積 は Whole-body 

Dynamic PETの各時相でも変わらずに集

積があり、生理的な集積ではないと判断

することができました。

（2023年5月9日 取材）
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図1　S状結腸がん症例におけるWhole-body Dynamic PET
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